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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

 ロドプシンは発色団レチナールが結合した 7 回膜貫通型光受容膜タンパク質である。光を受容すること

でレチナールの異性化が生じオプシンの構造変化を引き起こすことで機能を発揮する。研究対象のロドプ

シン B は、光照射依存的なイオン輸送能を持ち、その活性が類似するロドプシンと比較して特徴的な表現

型を示している。本研究では、クライオ電子顕微鏡単粒解析によりロドプシン B の構造を決定することを

目指している。得られる構造情報から、レチナールの異性化により生じるイオン輸送活性の分子機構を明

らかにすることで、光で細胞の活動を制御する「光遺伝学」におけるツールとしてロドプシン B を使用す

るための、機能や極大吸収波長制御の改編・改良を行う。界面活性剤ミセルの試料を複数条件調製し、撮

影条件のスクリーニングを行った。しかしながら、ロドプシン B は今回調製した条件では凝集してしまう

ことが分かり、解析に向けた本撮影には至らなかった。今後は、界面活性剤の変更やナノディスク等人工

脂質膜に埋め込んだ試料でのスクリーニングを検討している。 
 
 
 
 


